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奎丞曝誠鉱靭院成

さ
る
六
月
は
じ
め
か

ら
、
金
木
小
学
校
内
側

に
Ⅲ
猟
賀
六
両
山
十
三

万
五
千
Ｎ
で
正
蜥
を
進

め
て
い
た
金
木
小
準
校

プ
ー
ル
は
、
七
月
巾
刈

光
成
し
、
試
験
貯
水
を

し
て
い
た
が
、
結
果
は

極
め
て
良
く
、
七
川
二

【
プ
ー
ル
開
き
】

ブ
ー
ル
開
き
終
る

十
九
日
午
加
九
時
か
ら
溶
成
式
と
プ
ー

ル
開
き
か
け
わ
れ
た
。

こ
の
Ⅱ
は
雨
天
で
し
た
か
、
二
ｋ
町

腿
や
中
村
教
育
踵
を
は
じ
め
関
係
者
約

バ
ー
人
か
出
席
し
て
、
玉
川
を
恭
典
し

三
ｋ
町
艮
の
「
先
碓
・
生
徒
の
悟
泳
に

よ
る
他
康
坤
進
と
体
育
教
育
の
充
実
に

役
硴
て
て
く
だ
さ
い
」
と
の
式
辞
か
あ

り
、
工
桝
禰
負
者
新
川
雌
妓
に
感
謝
状

を
剛
っ
た
。

プ
ー
ル
は

学
碓
を
対
壊

と
し
た
も
の

で
、
豊
さ
品

。
。
Ｔ
山
ノ
寺
、
、
Ｉ
Ｊ

ｌ
ｌ
外
祁
Ⅱ

十
米
四
十
七

糎
の
規
棋
で

バ
コ
ー
ス
の

も
の
と
、
深

さ
七
卜
糎
、

岻
さ
六
十
通

平
″
米
の
幼

児
川
プ
ー
ル

の
一
・
つ
で
、

プ
ー
ル
サ
ィ

ド
は
、
ユ
米

の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が
、
蝋

か
れ
て
い

る
。

良
休
み
に

入
り
、
こ
れ

ま
で
危
険
な

柵
池
や
川
で

水
泳
を
し
て

い
た
児
砿
述

は
、
こ
と
し

の
里
休
み
は

安
心
し
て
水

細
織
会
に
は
、
選
號
に
よ
る
委
幽
十

丘
街
、
州
せ
ん
に
よ
る
委
曲
八
街
の
企

画
か
川
席
Ｌ
、
公
災
に
今
久
米
雄
氏
、

会
艮
職
勝
代
蠅
荷
に
此
川
囎
く
占
川

折
火
の
川
氏
、
〃
森
叫
股
業
会
縦
幽
に

櫛
引
政
雄
氏
を
埋
び
州
会
し
た
。

ま
た
紺
織
さ
れ
た
股
業
委
い
ば
次
の

〃
ん
で
あ
る
。

一
、
公
選
に
よ
る
委
幽

金
木
白
川
峠
雌
、
外
崎
栄
、
池
川
服

次
郎
、
典
川
蝿
一
、
櫛
州
政
雄
、
泉

谷
唯
雄
、
川
巾
↑
珊
占

嘉
瀬
沢
川
艇
、
伊
滕
消
慈
、
沢
川
川

Ⅶ
、
松
川
油
・

喜
良
市
古
川
祈
雌
、
米
行
義
雄
、
桑

川
・
碓

二
、
尚
令
で
定
め
る
股
陥
、
共
済
組
合

よ
り
雌
せ
ん
の
即
樅

内
川
定
道
（
金
木
股
協
）
岡
川
安
・
・
一

郎
（
群
良
巾
股
協
）
作
川
米
几
郎
（
金

木
股
業
共
済
）
成
川
箇
噛
（
脈
堆
改

良
）

三
、
議
会
樅
せ
ん
に
よ
る
学
倣
絲
験
脅

今
久
米
雄
、
。
↑
・
潟
森
威

金
木
町
鵬
紫
委
山
会
の
細
織
灸
は
、

七
吋
二
卜
叫
、
午
川
卜
時
か
ら
、
金
木

町
役
助
会
縦
壗
で
行
わ
れ
た
。

遊
び
が
で
き
る
と
火
脚
び
だ
。

今
久
米
雄
氏
が
会
腫
に

農
業
委
員
会
組
織
会

【今久米雄氏】

川
は
迫
路
を
作
っ
た
り
、
単
校
や
住

宅
を
雄
て
た
り
、
些
人
や
身
体
が
不
自

川
で
働
く
こ
と
か
で
き
な
い
人
の
牝
椚

を
保
陳
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
Ⅱ
帆
を

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
仕
冊
に
使
わ
れ
る
お
金

の
ほ
と
ん
ど
か
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
川
卜
叫
年
喚
の
一
般
会

帥
歳
人
移
算
は
約
六
兆
し
千
偲
川
で
、

こ
の
う
ち
約
九
○
％
か
税
介
で
占
ぬ
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
列
納
め
た
税

金
は
脚
の
い
ろ
い
ろ
の
仕
聯
を
通
じ
て

私
た
ち
の
た
め
に
、
住
み
よ
い
川
止
を

竹
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

雌
巾
崇
附
や
向
風
、
火
災
な
ど
に
よ

り
災
仰
を
受
け
た
陽
介
に
は
、
税
金
の

Ⅲ
で
も
牧
済
″
法
か
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
所
〃
金
湘
が
・
・
Ⅳ
″
リ

以
卜
の
人
が
、
倣
七
や
家
財
に
つ
い
て

そ
の
川
棚
の
雅
分
以
止
の
批
押
を
受
け

た
賜
合
や
、
そ
れ
以
外
の
人
で
も
雌
七

や
家
財
の
仙
秤
棚
か
そ
の
年
の
介
緋
所

押
金
剛
の
一
判
を
こ
え
る
と
き
は
、
子

統
き
を
す
る
と
所
那
税
か
帷
減
さ
れ
る

か
、
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

災
押
の
跡
か
た
づ
け
か
段
蒋
し
た

ら
、
仙
淵
の
和
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、

税
務
料
に
ご
州
談
く
だ
さ
い
。

ｄ
や
ｒ
ジ
ー
マ
Ｏ
ザ
■
廿
巳
の
い
り
４
占
旬
Ⅱ
凸
■
９
も
恥
酢
ｐ
も
Ｌ
少
訓
、
典
子
■
『
●
グ
■
①
Ｏ
Ｊ
Ｊ
ｆ
Ｑ
タ
ワ
。
Ｄ
４
■
，
亭
日
″
０
邨
画
■
■

災
秤
を
受
け
た
〃
は

税
金
が
催
減
さ
れ
ま
す

税
み
ん
な
の
た
め
に

金

は
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恢
帥
不
征
の
た
め
、
本
年
Ⅲ
Ｈ
よ
り

診
擁
紫
務
を
岬
Ⅲ
し
て
い
た
Ｍ
腿
保
険

葛
良
市
診
旅
所
は
、
後
任
の
医
師
が
、

満
任
し
た
の
で
、
八
月
江
Ｈ
頃
か
ら
診

療
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

筋
任
し
た
「
而
金
江
」
灰
帥
は
、
大

正
六
年
生
、
日
本
医
科
大
学
を
総
業
後

柵
励
医
科
大
学
附
腿
摘
院
や
弘
削
派
怪

瓶
院
に
勤
務
後
、
冊
和
二
十
二
年
に
台

湾
に
州
り
南
投
梛
南
投
鋲
に
お
い
て
、

附
業
、
現
征
に
至
っ
て
お
り
、
二
兇
二

女
の
子
細
満
で
あ
る
。

「
わ
◆
ｊ
も
■
Ｔ
ｄ
ｅ
Ｄ
ｊ
Ｂ
Ｏ
ｇ
ｒ
日
も
ｇ
ｈ
Ｌ
ｄ
ｆ
３
凸
寸
８
■
“
■
〃
Ｊ
Ｌ
ｑ
〃
且
Ｌ
ｄ
〆
８
、
■
ず
Ｊ
い
ら
ず
１
℃
■
蚕
勺
や
■
心
Ｊ
９
Ｅ

七
月
二
十
九
日
午
舸
十
時
か
ら
州
Ⅸ

銀
行
二
断
で
、
体
陥
、
商
正
会
、
教
委

聯
の
有
志
に
よ
り
一
‐
官
公
庁
野
球
大
会

出
賜
後
援
会
‐
一
か
紬
成
さ
れ
、
会
艮
に

三
上
町
艮
、
釧
会
踵
に
原
川
議
災
、
巾

村
教
育
踵
、
尚
橘
商
工
会
長
、
そ
の
他

の
役
員
が
決
定
し
た
。

こ
れ
は
、
七
月
十
二
日
、
十
三
川
の

川
Ⅱ
八
・
川
巾
に
お
い
て
、
肌
内
符
地
Ⅸ

し
什
艮
市
診
擁
所

診
推
開
始

医
師
簡
金
江
氏
着
任

金
木
林
友
チ
ー
ム

後
楽
悶
へ

後
援
会
結
成
ｌ
会
長
三
上
町
長 【簡金江氏】

の
予
選
を
勝
抜
い
た
粘
鋭
十
チ
ー
ム
を

破
っ
て
優
勝
し
、
九
川
一
日
か
ら
九
Ｈ

Ⅲ
、
野
球
の
メ
ッ
カ
後
楽
闘
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
出
場
樅
を
盤
僻
し
た
金
水

伐
林
料
幽
に
よ
る
チ
ー
ム
「
金
木
林
友
」

を
、
後
援
す
る
も
の
で
、
金
木
町
ス
ポ

ー
ツ
史
上
チ
ｉ
ム
に
よ
る
金
田
大
会
川

場
は
、
こ
れ
か
は
じ
め
て
で
あ
る
。

川
助
選
手
は
次
の
と
お
り
で
、
渋
谷

良
・
・
朧
併
は
感
激
に
胸
ふ
る
わ
せ
な
か

ら
「
後
楽
削
ま
で
あ
と
一
ケ
月
、
納
得

の
ゆ
く
ま
で
練
習
し
、
公
口
ベ
ス
ト
を

峰
し
て
、
み
な
さ
ん
の
期
待
と
熱
怠
に

こ
た
え
る
紙
り
で
す
」
と
決
瞳
を
披
瀝

し
て
い
る
。

渋
行
良
二
、
三
油
定
価
、
五
十
嵐
佃

雄
、
川
村
俊
雄
、
小
野
寺
弘
、
石
橘
文

占
、
大
柵
睦
夫
、
茂
木
昭
総
、
廠
木
茂

叫
、
村
岡
服
岬
、
鎌
川
雑
由
、
塚
本
文

一
、
中
村
政
徳
、
平
山
雛
三
、
俳
釘
福

芙
、
大
坂
好
雄
、
野
禽
進
、
小
川
内
正

次
郎
、
秋
谷
健
戯
、
藤
沢
伝
、
笠
井
抵

峨
、
小
山
内
隆

【
金
木
林
友
チ
ー
ム
】

1

昭
和
ユ
ト
年
八

窪
洲
坤
岬
価
山
雌
州

水
の
明
三
卜
八
冊
ま
で
の

岬
拙
》
州
州
洲
洲

彼
棚
限
鯉
媚
礎
都
岬
岬
神

１
１

卜
、
仙
荊
期
法
付
為
の
た
め
に

国
者
け
か
を
し
た
人
、

炳
虹
に
な
っ
た
り

《
ｕ
唯
川

あ
る
い
は
死
亡
し

連
被
た
人
の
辿
族
は
、

さ
き
に
、
縦
盤
、

休
業
、
陣
群
、
葬
祭
、
通
峡
呼
の
給
付

令
か
支
給
さ
れ
た
が
、
こ
の
法
祁
は
、

昭
和
凶
十
・
・
一
年
一
月
に
改
旺
さ
れ
、
二

月
ニ
ト
八
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
る
と
、
改
旺
法
の
施

行
Ｈ
に
お
け
る
障
害
者
に
、
特
別
障
押

給
付
金
（
一
八
四
、
○
○
○
円
’
一
八

○
、
○
○
○
Ｎ
）
辿
族
に
孵
別
辿
族
給

付
金
（
一
五
五
、
○
○
○
円
）
椰
切
給

付
金
受
給
者
に
特
別
側
切
給
付
金
（
一

八
六
、
○
○
○
円
）
お
よ
び
瞭
秤
将
、

辿
族
、
又
は
特
別
灯
切
給
付
金
受
給
折

の
盤
に
対
し
て
文
給
金
（
凡
○
、
○
○

○
Ｎ
又
は
七
丘
、
○
○
○
Ｈ
）
が
文
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
一
・
卜
六
年
九
川
電
・
川

又
は
昭
和
川
卜
・
・
年
・
・
川
．
一
十
八
Ⅲ
以

加
に
ほ
か
の
陳
因
で
死
亡
し
た
た
め
給

付
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
披
宙
稀
の

遺
族
に
も
支
給
金
か
文
船
さ
れ
て
お
り

ま
す
。こ

の
術
求
期
限
は
昭
和
四
十
丘
年
二

月
二
’
八
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら

俄
矧
す
る
人
は
、
こ
の
禰
求
期
限
内
に

請
求
丹
を
提
川
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。く

わ
し
い
こ
と
は
、
が
株
巾
人
γ
大

野
北
片
川
一
し
○
Ｉ
Ｈ
Ｏ

▲
Ｐ
－
Ｄ
Ｉ
Ｉ
△
Ｕ
Ｆ
ｒ
■
Ｉ
ｆ
』
■
１
０
０
，
■
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｊ
ｆ
８
Ｉ
ｆ
Ｑ
■
０
日
，
。
■
０
７
■
日
日
０
■
■
，
日
日
８
Ｆ
４
０
１
．
Ⅱ
０
，
，
■
Ⅱ
Ｊ
ｒ
。
■
■
ｉ
１
ｊ
ｒ
ｌ
ｊ
ｐ
ｒ
Ｑ
Ⅱ
ｊ
ｆ
ｂ
■
Ｉ
。
■
Ｊ
１
・
■
〃
，
■
Ｊ
■
Ｆ
■
■
〃
Ｐ
△
■
■
、
０
』
Ⅱ
口
■
ｑ
②
■
■
■
ｒ
■

↑
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
一

一
自
衛
隊
陸
、
海
⑮
空
士
志
願
案
内
一

一
一
一
一

一
一
鋤
謹
癖
唾
詫
続
卜
岼
紺
仙
誹
祢
馴
淋
州
郷
帥
細
郷
峨
唯
帖
睦
が
吟
榊
叶
一
一

一
や
試
験
場
と
期
日
心
願
鯛
を
交
付
す
る
と
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一

一
一
や
初
年
度
実
質
給
与
合
格
人
隊
す
る
と
作
給
川
瀬
一
刀
七
千
八
、
川
、
’
一
｝

一
一
ｍ
切
樅
咋
切
伽
汗
州
州
汕
叶
雌
仙
咄
粁
雌
細
糀
訓
噸
岬
袖
恥
皿
娠
釧
岬
悩
一

一
余
か
あ
り
ま
す
。
二

一
｝
抄
身
分
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員
、
保
障
は
万
全
休
暇
、
外
川
、
右
船
体
一
一

一
一
暇
年
・
・
十
川
Ⅱ
そ
の
ほ
か
、
年
米
休
暇
（
六
Ⅱ
）
磑
引
休
暇
、
そ
の
他
か
一
一

一
あ
り
ま
す
。
外
川
は
γ
Ⅲ
役
Ⅲ
、
土
Ⅷ
Ⅱ
は
午
後
か
ら
、
川
Ⅲ
川
は
州
か
一

一
｝
ら
許
Ⅲ
さ
れ
ま
す
。
一
｝

一
一
今
入
隊
す
る
と
次
の
国
家
免
許
を
と
る
機
会
が
あ
り
ま
す
一
一

一
拙
幟
《
州
糾
へ
榊
畔
誕
袖
州
岬
州
幟
幽
榊
蝿
州
蝿
惚
辨
州
州
岬
州
心
州
拙
一

一
｝
け
ん
引
免
許
、
．
◇
・
云
級
日
勤
巾
幣
術
卜
、
航
窄
推
川
ｔ
、
航
雫
卜
、
迎
一
一

一
脈
噛
銚
瑠
峰
鋤
挫
瞬
州
吟
挫
緬
辞
職
地
郡
耐
Ⅷ
畦
細
綱
蝋
州
糾
徽
蹄
幟
阯
一

一
一
士
、
火
薬
取
扱
、
服
任
祈
、
危
険
物
取
扱
、
服
任
、
Ｘ
線
技
土
、
栄
進
化
、
洲
一
一

一
一
即
士
、
鯛
科
術
姓
士
、
歯
科
技
Ⅸ
ｋ
、
術
牝
検
介
技
ｔ
、
船
舶
術
牝
御
即
一
一

一
一
人
、
準
行
継
人
、
術
化
碕
剛
荷
、
乙
神
船
隆
、
乙
繩
航
海
ｔ
、
乙
繩
機
関
一

一
足
、
乙
椰
機
関
ｔ
、
内
繩
船
及
、
内
繩
航
海
化
、
内
繩
機
関
災
、
内
椰
機
一
｜

一
｝
側
化
、
ボ
イ
ラ
ー
技
化
、
満
水
化

一
一

一
一
今
自
衛
官
は
、
り
っ
ば
な
社
会
人
で
す
。
一
一

一
日
術
隊
の
規
仲
あ
る
剛
体
生
研
で
身
に
つ
け
た
技
術
、
女
怖
感
や
根
性
は
一

一
一
一
般
社
会
に
お
い
て
も
、
歓
迎
さ
れ
ま
す
。
一
｝

一
一
ま
た
、
術
隊
内
で
上
に
進
む
こ
と
も
で
き
る
し
、
満
期
除
隊
に
な
っ
て
、
一
『

一
誹
醗
岬
載
鏡
畦
皆
牲
鮒
紳
州
継
群
釧
咋
釧
釧
討
隔
誕
惟
弥
で
き
ま
す
。

一
一

一
マ
ｊ
即
ｊ
町
ｊ
ｈ
ｊ
ｈ
Ｊ
ｈ
ｊ
Ⅳ
ｊ
ｈ
ｊ
ｈ
ｊ
ｈ
ｊ
ｈ
１
ｌ
ｊ
ｌ
ｉ
‐
ｈ
ｊ
小
ｊ
ｈ
ｉ
ｉ
ｊ
ｈ
ｊ
ｈ
ｊ
ｈ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
町
ｊ
ｈ
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
印
ｊ
ｈ
↑

而
森
防
術
施
批
州
勝
所
雌
務
係
（
屯
紙

背
森
②
閂
几
一
；
・
僻
）
に
間
合
せ
て
ド

さ
い
。

役
場
)j:
/1旨青
ll

j杵
膿
に
亡ク
ーI皇

楼

Ｅ
Ｂ
Ｐ
ｒ
礼
Ｂ
Ｈ
Ｕ
Ｊ
、
〃
Ｑ
ｑ
Ｂ
Ｕ
〃
、
Ｐ
■
ｑ
Ｔ
‐
、
″
幻
日
■
Ｕ
〃
４
い
り
”
Ｔ
、
心
可
凸
ｎ
Ｍ
Ｐ
４
Ｅ
■
〃
Ｌ
〃
Ｏ
ｉ
Ｈ
■
ｆ
、
Ｂ
″
▽
１
、
凸

第
六
十
回
臨
時
町
議
会

じ
川
・
・
十
二
Ⅱ
午
川
卜
時
よ
り
州
雌

さ
れ
た
蛎
六
Ｉ
川
伽
時
町
縦
会
は
、
従

場
Ⅳ
舎
培
賊
に
姐
投
す
る
淌
防
川
蛾
機

Ｋ
邪
曲
六
十
肌
″
川
を
陳
案
ど
お
り
Ⅲ

決
し
て
散
会
し
た
。

こ
の
望
楼
は
鉄
柵
で
尚
さ
Ⅶ
米
、
兇

張
所
づ
き
の
も
の
で
、
火
災
の
い
期
光

兄
、
初
仙
の
迅
速
に
、
そ
の
光
成
が
ま

た
れ
る
。
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１１１１１１１１１１１１

台
北
、
台
巾
、
台
耐
、
尚
雄
と
台
湾

Ｗ
海
際
の
主
愛
郷
胴
を
北
か
ら
淵
へ
一

通
り
硯
察
し
た
か
、
第
一
印
強
と
し
て

非
附
に
平
和
で
圃
比
か
没
心
し
て
生
活

し
て
い
る
と
い
う
郡
か
感
ぜ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
台
満
人
と
接
し
て
色
女
研
を
し

て
凡
て
も
分
る
し
、
応
件
は
火
に
親
切

で
利
ら
か
だ
。
台
湾
柵
在
中
に
乞
食
は

一
人
も
兄
ら
れ
す
、
上
野
の
地
ド
辿
州

側
に
こ
ろ
軽
し
て
い
る
よ
う
な
状
峨
は

何
処
に
も
な
い
。
我
々
は
実
際
に
渡
台

川
は
中
脚
大
陸
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
備

介
何
敗
椎
は
、
も
っ
と
、
貧
弱
な
政
治

と
悲
惨
な
生
活
を
し
て
い
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
実
は
や
く
予

想
に
反
し
て
尖
に
然
満
い
た
袖
い
の
な

い
平
和
な
生
漸
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
涌
切
に
感
じ
た
次
節
で
す
。

台
湾
の
典
人
、
中
同
点
民
党
中
央
委

口
会
型
・
一
組
主
任
馬
樹
礼
氏
の
雌
食
に

御
招
待
を
受
け
た
と
き
日
本
で
い
え
ば

汁
の
将
校
柴
会
場
の
よ
う
な
所
で
会
食

識
蔦口亨

【
九
重
の
塔
前
に
て
】

金
木
町
長
三

蕊し
ま
し
た
か
、
そ
の
州
ｔ
で
、
台
湾
は

逆
徳
的
に
は
、
孔
子
の
教
え
を
遵
傘
し

政
治
的
に
は
係
文
＠
・
民
主
筏
を
本
と

し
、
現
征
蒋
総
統
の
下
に
一
致
川
締
し

て
や
っ
て
い
る
と
の
冊
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
一
般
雌
衆
に
も
徹
ぽ

し
、
比
衆
も
そ
れ
を
ｒ
と
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
台
湾
人
は
減
に
権
で
あ
る
と

い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
に
以
対
は
抑
さ
な
い
と
い
う
厳
嘔

な
施
政
だ
と
す
れ
ば
、
台
湾
人
は
決
し

て
朧
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
何

れ
に
し
て
も
、
ス
》
ト
ヲ
イ
キ
も
な
く
ヘ

ル
メ
ッ
ト
も
ゲ
バ
棒
も
な
い
台
湾
は
籠

極
平
穏
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ

ん
。
台
湾
人
は
Ｅ
沢
束
の
思
想
政
満
は

何
吋
か
は
必
す
敗
退
す
る
も
の
と
蝿
い

怖
念
を
狩
っ
て
い
る
よ
う
に
兄
坐
け
ら

れ
従
っ
て
巾
共
の
共
雌
才
稚
を
壁
め
為

よ
う
な
・
耐
助
は
一
切
慨
し
む
く
き
た
と

思
い
ま
し
た
。

昭
和
二
１
年
に
日
本
が
戦
耕
侭
敗
れ

上

曇が麹苧

武
男

(中）

た
際
に
、
何
呼
の
賠
俄
も
術
求
し
な
い

州
川
は
、
や
は
り
孔
子
の
段
え
に
則
り

「
ｕ
の
欲
せ
ざ
る
処
を
人
に
施
す
な
か

れ
」
・
「
州
非
を
悔
い
改
め
る
も
の
は

川
の
罪
を
問
わ
ず
」
・
の
思
畑
か
ら
来

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
改
め
て
台
湾
人

及
び
台
湾
の
政
治
の
あ
り
刀
を
兇
な
お

す
必
喫
か
あ
る
と
感
し
た
択
輔
で
す
。

介
湾
で
川
収
宝
刀
円
の
人
は
、
中
流

以
止
の
囎
活
を
し
て
い
る
と
め
郡
で
す

が
、
こ
れ
は
物
価
が
非
鮒
に
安
い
一
巾

と
思
い
ま
す
。
台
湾
の
、
眼
雌
業
は
股
業

で
あ
る
邸
は
川
に
も
州
き
ま
し
た
か
、

年
に
．
一
・
側
も
収
樅
す
る
米
な
空
、
Ｈ
水

の
厘
収
に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
岡

内
汕
費
か
少
な
い
の
で
、
輪
川
す
る
凪

が
多
い
。
そ
の
外
に
、
砂
納
は
輸
出
Ｍ

の
人
雅
を
灯
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
他

に
に
業
と
し
て
は
あ
ま
り
兇
る
べ
き
も

の
か
な
い
よ
う
で
す
。
九
州
と
吋
侭
度

の
腹
さ
の
士
地
に
、
一
千
・
一
・
、
四
百
万

の
人
左
か
常
雄
し
て
お
り
、
又
、
現
蒋

【
小
学
校
視
察
】

総
統
の
死
後
の
榊
を
冴
え
る
と
、
や
は

り
一
味
の
不
安
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で

，
し
よ
う
．
、

数
行
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
徹
底
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
授
堆
時
間
は
、
道

路
や
川
で
遊
ん
で
い
る
ｆ
供
は
兇
噺
り

ま
せ
ん
。
。
’
・
年
秤
伽
か
ら
推
務
数
行
か

受
年
延
及
に
な
り
、
川
ド
川
本
と
Ⅲ
微

小
学
六
年
、
巾
学
ぺ
年
は
炎
務
孜
行
で

す
。
川
合
の
巾
学
校
を
視
察
し
ま
し
た

か
、
隣
は
小
学
校
で
１
腿
卜
舩
Ⅲ
な
の

で
、
牝
從
は
退
校
後
で
し
た
か
卜
門
付

残
っ
て
ピ
ン
ポ
ン
、
ハ
レ
ー
に
側
し
て

お
り
ま
し
た
。
こ
こ
の
ｊ
供
も
非
附
に

朗
ら
か
で
す
ｃ
側
の
先
牝
と
女
の
先
仙

に
案
内
さ
れ
て
、
学
校
の
巾
を
兇
て
伽

り
ま
し
た
か
、
図
Ｋ
串
、
門
楽
串
、
・

般
教
顎
祥
、
内
祥
は
允
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
か
、
辿
物
は
非
附
に
虹
派
で
す
。

隠
内
述
伽
場
か
な
か
っ
た
か
ら
、
火
如

が
よ
い
の
で
年
巾
外
で
遊
ん
で
い
る
糊

で
し
ょ
う
。
案
内
の
先
牝
″
も
非
墹
に

籾
切
で
す
。
旧
糾
と
し
て
は
北
泓
柵
を

救
え
て
い
る
と
の
糊
で
す
。
行
脚
は
Ⅱ

本
統
洽
か
ら
の
台
淌
人
と
、
新
た
に
人

陸
か
ら
来
た
北
収
川
辺
の
人
祁
か
、
Ｆ
体

を
な
し
て
い
る
聯
で
し
ょ
う
。

ヲ
・
シ
オ
は
か
な
り
杵
股
し
て
い
ま
す

か
、
テ
レ
ビ
は
猯
ん
ど
兄
叫
り
ま
せ
ん
し

放
送
Ｍ
は
あ
る
と
の
伽
で
す
か
、
杵
及

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
兄
る
と
、
Ⅲ
水

と
比
べ
て
文
化
の
雁
皮
が
低
い
肌
拠
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
台
満
の
恢
川
を
脈
州
し
て
い

る
以
内
の
町
村
災
ば
か
り
な
の
で
、
恢

碓
関
係
に
つ
い
て
色
々
鼎
ね
て
兄
ま
し

た
ら
、
台
湾
人
は
恢
荷
に
力
か
る
剛
は

死
を
待
つ
ば
か
り
と
い
う
捌
念
の
よ
う

で
、
恢
者
に
か
か
る
前
に
あ
ら
ゆ
る
枇

怯
治
旅
を
や
っ
て
い
る
よ
う
て
す
。
市

中
肌
の
縦
会
縦
場
を
視
察
し
た
際
に
、

中
流
の
蹄
人
が
唯
の
蛾
を
つ
む
の
を
ｆ

思
縦
に
思
い
、
聞
い
た
と
こ
ろ
、
雛
峨

採
取
た
と
の
州
で
し
た
。
食
物
、
菰
惟

の
関
係
で
炳
戴
か
少
な
い
関
係
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
摘
院
が
Ⅱ
永
の
よ
う
に

杵
股
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し

我
々
が
視
察
し
た
町
み
、
に
は
、
硴
派
な

総
合
摘
院
か
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
絲

慨
は
院
睡
が
あ
っ
て
恢
師
か
雁
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
各
科
の
恢
帥
か
よ

り
雌
っ
て
．
仰
の
ド
で
冴
々
憐
龍
し
て

い
る
と
”
州
で
す
。
総
じ
て
文
化
の
繩

陛
は
低
い
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
伽
で
、
概

械
化
は
通
れ
て
い
ま
す
か
、
旧
乢
は
安

心
し
て
・
平
和
に
拝
し
て
い
る
伽
だ
け
は

Ⅲ
迎
い
な
い
よ
う
で
す
。
以
ド
次
珊

参
拷
孫
又
の
・
・
・
比
、
眼
侭

此
峡
の
独
畝
、
人
雌
い
椛
利
の
噸
祇
、

人
雌
の
為
の
政
論
、
即
ち
腿
族
、
瓜
椛

民
政き

た
る
八
川
卜
肱
川
｜
↓
ょ
、
狐
ｋ
ｉ

ｌ
ｌ
１
１
グ
ー

本
政
近
航
に
お
い
て
、
政
府
・
服
樅
の
も

と
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
式
典
叫
川
は
川

で
も
次
の
打
蜥
を
予
疋
し
て
お
り
ま
す

〃
で
や
川
岻
か
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
ま
た

は
家
唯
に
お
い
て
、
こ
の
〃
猟
に
参
加

す
る
よ
み
、
お
願
い
し
ま
ず
・

一
、
公
の
磯
開
で
は
半
伽
を
か
か
げ
る

．
・
、
叫
川
旺
午
の
黙
と
う
（
・
分
洲
）

は
サ
イ
レ
ン
を
川
ら
す
ｃ

↑
・
、
昨
ィ
院
の
姉
も
肌
午
に
、
つ
き
な
ら

ず
ｂ

一
川
、
噺
Ⅱ
の
午
加
巾
に
は
、
戦
伐
桝
〃

蝋
や
碑
の
油
州
や
供
花
仰
が
乍
仙
さ

れ
る
。

公
川
戦
没
肴
辿
悼
式

Ｉ
Ｂ
ｐ
〃
、
力
，
＄
ノ
日
も
リ
グ
Ｌ
〃
″
Ｖ
、
ク
６
ｕ
Ｕ
ｆ
、
″
“
Ｙ
も
ｆ
３
い
Ｊ
４
Ｂ
〃
７
、
ｆ
凸
Ⅱ
Ｊ
も
６
口

八
〃
十
五
Ⅱ

伶
国
一
』
汁
に

副I州
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Ｉ

一
、
こ
の
共
済
で
、
支
払
す
る
の
は
、

卿
動
に
、
バ
イ
ク
、
白
蛎
車
、
農
緋

川
小
咄
特
殊
自
励
屯
や
何
噸
に
乗
っ

て
い
て
、
前
突
し
た
り
、
て
ん
然
、

て
ん
泄
し
た
り
し
た
邪
放
、
歩
行
荷

と
こ
れ
ら
の
車
楠
に
よ
る
鯲
故
と
、

ま
た
乗
小
中
に
起
き
た
螂
故
で
す
。

二
、
共
済
の
期
州
は
、

加
入
し
て
会
甜
掛
（
金
・
壬
ハ
○
湖
）

を
納
入
し
た
と
き
か
ら
、
他
の
地
区

へ
帳
出
し
て
も
、
一
年
間
有
効
で
す
ｃ

三
、
加
入
の
申
込
は
、

役
賜
町
此
礫
の
窓
川
で
受
付
け
て
お

り
ま
す
。

▽
兄
獅
金
は
、

側
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
八
十
″
円

②
ケ
ガ
を
し
て
恢
川
の
沽
旅
を
、
受

け
た
と
き
。

自
賠
法
施
行
令
別
災
の
呼
級
区
分
堀

一
次
に
か
か
げ
る
瞭
押
の
蝿
合
、
十

凡
万
川

治
娠
期
間
六
ヶ
月
以
上
、
十
万
円

治
雄
期
Ⅲ
・
・
・
ケ
川
以
化
六
ヶ
川
未
満

兀
刀
円

治
旅
期
間
一
ケ
川
以
上
二
ケ
川
水
満

二
万
門

治
旅
期
Ⅲ
一
週
間
以
上
・
・
一
ヶ
川
未
満

五
千
円

治
縦
期
間
一
巡
Ⅲ
氷
柵
、
二
千
円

四
、
事
故
が
起
へ
た
と
き
は
、

す
ぐ
役
助
町
比
課
交
辿
災
密
共
済
係

へ
き
て
、
紺
求
の
乎
統
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

五
、
青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
と
は

交
通
僻
故
に
よ
る
災
秤
を
被
っ
た
人

を
救
折
す
る
た
め
、
喋
内
の
市
町
村

み
ん
な
交
通
災
害
共
済
へ

一
人
一
日
一
円
（
年
額
三
六
○
円
）
で

大
き
な
補
俄

学
校
も
埋
休
み
に
入
り
、
こ
ど
も
の

水
に
遊
ぶ
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
ど
も
を
水
の
珊
故
か
ら

守
る
た
め
、
保
継
朽
や
、
お
と
な
一
般

か
允
分
性
感
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
ま

す
。一

、
こ
ど
も
川
志
で
水
遊
び
や
泳
ぎ
に

行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く

い
い
き
か
せ
て
お
く
。

．
・
、
小
さ
な
こ
ど
も
か
ら
鮒
に
川
を
離

さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
雌
親
か
食
聯

の
文
陛
に
か
か
る
時
川
に
は
特
に
注

葱
す
る
。

一
・
・
、
危
険
な
川
水
池
、
瀧
、
川
な
ど
近

く
に
あ
る
と
き
は
、
隣
近
所
か
紙
し

合
っ
て
サ
ク
な
ど
を
没
け
る
。

四
、
耐
あ
か
り
で
期
氷
し
て
い
る
川
や

で
組
識
し
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

こ
の
制
皮
に
よ
っ
て
金
木
町
で
も
、

す
で
に
・
一
件
四
万
円
の
兄
舞
金
を
受

け
て
お
り
ま
す
か
、
折
的
の
良
い
制

腿
も
耐
，
低
不
足
で
、
入
会
者
か
ま
だ

企
町
民
の
・
一
刈
穏
皮
で
す
。

な
る
べ
く
み
ん
な
か
、
没
い
会
岱
、

（
掛
金
一
川
一
Ｎ
年
棚
：
。
』
ハ
○
円
）

で
大
き
な
袖
仙
を
受
け
る
た
め
、
一

川
も
い
く
川
人
の
下
続
を
し
て
下
さ

い
。
下
統
は
町
民
抑
窓
川
で
間
叩
に

Ｔ
み
ま
す
。

Ｉ
ｌ
ｆ
ｌ
■
ｌ
Ｋ
７
ｆ
６
Ｊ
ｌ
１
ｆ
ｊ
Ｊ
４
〃
ｈ
１
ｆ
Ｊ
ｌ
ｒ
１
ｊ
Ｉ
Ｊ
〃
４
ｒ
ｌ

こ
と
Ｊ
も
を

水
死
僻
故
か
ら

守
ろ
う

と
き
八
川
八
Ⅱ
午
曲
九
吋

と
こ
ろ
命
水
中
学
校
淋
唯

参
災
荷
雌
雄
委
幽
、
役
助
職
幽
、
施

投
従
螂
新
、
雌
子
公
、
子
仙

育
成
全
代
衣
、
黙
岬
柵
壯
会

代
炎
、
老
人
ク
ラ
ブ
代
炎

■
ｒ
幸
や
む
り
ず
Ｂ
込
巳
シ
■
匂
げ
け
■
写
日
餓
巴
喀
〃
宮
①
■
且
⑤
■
▼
ｑ
け
６
０
亀
甲
Ｏ
▽
ヨ
■
Ｑ
■
夕
、
も
も
空
■
、
む
ず
Ⅱ
、
４

昭
和
四
十
四
年
度

第
二
北
面
北
派
幟
祁

社
会
柵
祉
大
会

池
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

五
、
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
の
を

み
か
け
た
と
き
は
、
そ
の
勤
で
注
意

し
て
、
安
余
な
賜
所
で
遊
ぶ
よ
う
に

さ
せ
る
。

ワ
ｄ
■
■
。
■
■
■
司
り
ご
■
Ⅱ
Ⅱ
■
、
０
．
０
■
日
ｑ
”
０
■
Ｒ
ｎ
■
■
、
ｄ
ｐ
８
ｑ
ｄ
０
、
４
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
、
‐
夕
日

一
、
受
講
資
格

昭
和
四
十
川
年
度
に
狩
猟
免
許
（
叩

乙
、
丙
各
靴
）
を
受
け
よ
う
と
す
る

荷
二
、
日
時
、
場
所

第
一
次
淋
習
会

八
川
十
血
Ⅲ
午
伽
九
時
半
か
ら
午

後
五
時
ま
で

近
所
川
脈
巾
北
地

、
力
教
育
公
飢

八
川
十
八
川
〃
川
九
時
半
か
ら
午

後
凡
時
ま
で

中
川
川
汀
年
研
修

所

第
二
次
識
謝
金

九
川
十
六
日
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
花
時
ま
で

瓦
所
川
脈
巾
北
地

お
稀
製
織
港

狩
猟
者
描
群
会

開
催
日
時
昭
和
四
十
凶
年
八
川
・
・
・

一
Ⅲ
か
ら
八
川
・
・
’
三
Ⅱ

ま
で
加
川
午
Ⅲ
凡
時
か
ら

午
後
州
時
ま
で

開
催
場
所
〃
森
巾
断
川
キ
ー
Ⅲ

吋
森
叫
股
巣
共
済
細
合
迎

合
会

講
習
科
目
と
時
間
数

一
、
家
奇
取
酬
に
関
す
る
法
令
川

＃
１

・
一
、
家
帝
の
舶
仰
お
よ
び
特
徴
川

時
間

：
一
、
家
帝
の
悠
へ
き
、
機
能
肺
Ｗ
、

挟
燗
六
時
Ⅲ

受
講
申
込
、
そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
は
役
聯
雌
堆
拠
へ
。

金
木
川
や
小
川
川
を
み
る
と
、
い
ろ

ん
な
ご
み
や
、
本
川
初
舶
が
投
げ
す
て

ら
れ
て
お
い
ま
す
。

火
難
の
よ
い
と
き
に
は
恕
典
が
あ
た

り
を
た
ち
こ
め
、
．
Ｉ
供
の
水
泳
ぎ
は
で

き
ず
、
剛
か
降
る
と
伽
、
服
や
肚
、
立

木
や
杭
に
止
め
ら
れ
て
、
供
氷
の
腺
脚

と
も
な
り
、
み
ん
な
に
人
き
な
災
押
を

斉
ら
し
ま
す
。

み
ん
な
で
性
感
し
て
、
川
に
ご
み
を

す
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

″
数
行
会
航

三
、
そ
の
他

排
し
い
こ
と
は
町
役
場
脈
災
糾
へ
。

家
帝
商
淋
押
会

川
に
も
の
を

棄
て
な
い
で
卜
さ
い

、

ｆ
～
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